
《日本とネパールを結ぶ金沢クンブ協会機関紙》

〃οrハEИ ′θ″ ん 仏 ろC劉惚

“

りJBυ ИSSOαИttrOⅣ _」ら .ノ″)99■Aび賓 加 Ⅳ

盆沢ク
●「ヒマラヤ・

ンブ協会の概要は立趣事書》
シェルパ・ミュージアム」支援のために

1.設立背景及び理念

1世 界最高山千エヴェレス トは じめ、

数多 くの高峰・名llIを いただくネパ

ール・クンブ地方は、山岳ガイ ドで

知られる高地民族 くシェルパ〉の故

郷であ り、その雄大な自然景観から、

「サガルマータ国立公園」 として、

陛界遺産に登録されている地域でも

あ ります。

つい20年 ほど前 までは、一部の遠

征隊等を除いて、外国人がめったに

足を踏み入れることのなかったこの

地域 も、現在では、登山や トレッキ

ングを楽 しむために、毎年、2万 人

近い人が世界中か%訪 れるようにな

っています。山を愛する人にとつて、

クンブは、いわば聖地にも似た “111

れの地"と 言えるかもしれません。

今般、そのクンプの中核、クムジ

ュンとクンデ両村において、シェル

パ族固有の文化やヒマラヤ登山への

かかわ りを含めた彼 ら独 自の歴史

を、後世に永 く語 り継 ぐことを目的

に、「ヒマラヤ・シェルパ・ ミュー

ジアム委員会」(Himalaya Shcrpa

Muscum Committcc):政 府 登 録

No.77)が地域の幅広い賛同を得て発

足 し、新たに、拠点施設の建設を目

指すことになりました。電力供給の

開始(1994)や 旅行者急増への対応に

より、 クンプのシゴルパ社会が、文

全ミュージアム建設予定地付近より、遠くアマ・

化的・構i生 的に、大 きな質的変化を

迎えようとしている今、自らが1処 つ

て立つ、民族の伝統的基盤 (ア イデ

ンテイテイ)に 目を向けたこの試み

は、まさに時宜にかなつたものであ

ると考えます。

基より、この計画には、多方面ヘ

の きめ細かな配慮が求められていま

す。クンブが置かれている厳 しい自

然環境やその地球 レベルの意義、更

には、 トレッキングを中′しヽとした、

観光産業抜 きには語られぬj也 域の現

状など、これらの諸要素を踏 まえて

本計画が持つ意義を考えた時、その

新施設は、単に く博物館〉としての

機能を米たせばlli足 れ り、と言える

ものではありません。それは、21世

紀に伝えるべきクンプの姿を、共生

と共イ∫の理1念の下で、真摯に追い求

めたものでなければならないでしょ

う。

私たち「金沢クンブ協会」は、現地

か らの正式 な支援要請 に応 えて

1997年 の夏に設立され、今日まで、

各界・各層との対話や現地での基礎

調査を積み TIね 、相11理解の深まり

と計lll遂 行への基盤作りに努めてま

いりました。そして、この度、現地

組iilの設立趣旨・規約に沿った形で

計画の全体像を再構成、大略、以下

のような構想のもとで、博物館の創

設を蜘1と した、本格的な支援ill動 に

ダブラム (中 央真/6856m)を 望む
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あたりたいと考えます。

2.基本構想

まず、計画推進に際 しては、施設

完成後の円滑な運営・管理を考える

うえでも、近隣のナムチェ・バザー

ル、シャンボチェなどとの将来にわ

たる緊密な連携・協力体制が不可欠

であるとの認識から、本計画を同エ

リア全体のよリー層の活性化と振興

に寄与 しうるものにしたいと考えて

います。それゆえ、私たちは、博物

館の機能やi舌 動を柔1大 かつネI合 的に

1/tえ 、 ||々 のイlil舌 により1幣オ
′
iし たり|′

での迎用を|た案 しまづ
‐
。

すなわち、私たちが目指す新施設

は、〈博物館 〉本来の機能である民

俗文化財や歴史及び自然科学資本1の

収集・保存・展示、それに伴 う研究

及び教育・普及活動を担うだけでな

く、地域の人たちの暮らしを通して

生まれてくる、さまざまな分llrf.に お

ける、ごく自然な知的欲求や素朴な

好奇心に対しても、適切に応えうる

拠点としての役割を担えるようにし

たいと考えています。

また、同地域-1青が、稀有の自然

景観と特徴的で豊かな植生を有する

広大な「世界遺産」の、限られた一

部でありながら、一つの完結した周

遊ゾーンとして、今後、旅行者に定

着しうると考え、自然・文化面での

新たな くビュー・ポイント〉を幣‖i

J｀ るとともに、イに1く の中にトレッキ

ング・ガイドを兼ねた自然解説員の

養成を目指し、環境保全と自然保i蔓

に向けた活動にも取 り組んでいきた

いと思つています。

そうした中で、将来的には、博物

館が、地域の人たちの文化的拠点と

して浸透し、一方、旅行者にとつて

は、幅広 くクンプの自然 。文化に接

することができ、加えて、気軽に地

域との交流や相互理解を図れる場と

して、広く受け容れられるようにな

っていくことを願つてやみません。

皆様の、広汎かつ末永いご支援、

ご理解をお願い中し上げます。

3.「金沢クンブ協会」の活動概要

①建設支援のための募金及び広11活

動

② ミュージアムの運ギi・ 管理1に 1川 わ

る助 ::と 提案

(つり1地 スタツフ養成への支援

の 学術祠J杢への支援と助成

⑤その他、設立の趣旨に沿った支

援・交流活動全般

●選挙結果を受けて、現地組織の人選及び編成作業等を

再開。
19976 ●地域の主要祭礼「Dumi」 (年 一回)期間中の会合にお

いて、現地組織が正式に発足。
1997.7 ●現地側からの正式な支援要請文 (ア ピール・メッセー

ジ)が届く。
1997.8 ●「金沢クンプ協会」設立。
1997‖  ●設立記念コンサート (114/教育会館)。

1998.1 ●「ネバール観光年/ViSIT NEPAL 198」 &シェルバ層
「寅年」スター ト。 (森林資源保全の観点から、木材調達

に関する規制が厳しくなると共に、寅年が忌むべ計年で

もあることから、建設作業などの本年中の開始は違けて

はしいとの要望が現地lplか ら伝えられる。)

19982 ●現地側計画案に対する日本側の計画概要 (試案)を 提

示。 (保 存・展示するだけになりがちな従来型の博物館

でなく、生活に密着した、住民参加型の “生きた博物館

"を 提案、現地側の理解を求めつつ、計画概要の地域ヘ

の浸透に努める。)

●文化財及び民具に関する基礎調査と資料リストの作成

を再度要請。 (→青年層を中心に作業グループを結成)

●シエルバ自身が自らの文化、歴史を書き残し、伝えて

いくことの大切さを訴える趣旨から、伝承や説話などの

記録を残すよう提案。 (現 地の社会科教師 Pasang
Sherpaを中心に執筆、翻訳などの編累作業開始。)

19984 o現 地イロリ作成の資料リスト (写真付き)が届く。
19985 ●資料リストに基づき、収集方法 展示構成案などの検

討を開始。
1998H ●「金沢クンプ協会」総会…基本方針 活動案等を承認。

19992 ●現地調査 (民 具 食生活他)、 収集開始に向けて仮1又

1      蔵場所の設置などを検討。
19994 ●かねて申請中 (2回 線)の電話回線 (1回 線)の取得

が決定。現地の民家を連絡拠点 仮事務所として、FAX

機能付き電話機を設置。下旬より使用開始。

-91-

簾 活 動 経 通 義 告
二計画誕生から今日に至る経緯一

19953 ●現地側、日本側の双方から「ミュージアムJ創設の提案

‐ が出され、各々力ヽ 具体的な課題や問題点などの検討に

入る。建設予定1じ の選定作業を開始。
199512● 日本側から現地側に「設立趣意言」の作成及び運営母

体となる組織作りを要請。
1"6.2 ●現地で第一回のミーテイング。名称を「Himalaya

Shcrpa Musoum(HSM)Jと し、その性格や機能など、

基本的な構想について話し合う。建設候補地を確認。
19963 ●「HsMコ ミツテイー」の行政当局への登録手続きを現

l也 側に要講。
19964 ●スタッフ養成を目的に、クンブ出身の学生3名 に奨学

金提供。2名 は専門学校でコンピユータ技能を修得、 1

名は、現在、学校の臨時職員として勤務中。
1996.8 ●現地側から、建築用資材に関する提案が出される。

(現 1也 では、板材等の調達が容易でない為、機会があれ

ば随時、購入していきたい旨の意向が示される。)|
1996‖ ●現地組織の登録申請が、所轄のソル・クンブ県におい

て、認可・受理される。登録番号77:正 式名称
「Himalaya Sherpa Museum Commltee,KhumjungJ

l"71 ● r登録証明雷」及び「設立規約」の公式英訳文 (ネバール

法務省発行)が届く。

●現1也 側より、クンテ寄りの建設候補地を、クムジュン

イ員1に近い場所へ変更したい旨の意向が示される。
!9972‐3●前記 「規約」の細部及び設立趣旨についての確認作業

を行うと共に、建設予定地に関する基礎調査ならびに建

築事情などについての調査を実施。

●正式登録に基づく現地コミッテイーの再編成、人選作

業を開始。             | ‐

●民具等に関する資料リスト作成を要請。 
‐

:9975 ●予定地の翔1量調査を実施。|

●ネバールで全国的地方選挙。行政単位でもある各

VDC(Vilage Development COmmittee)の村長、代議
‐ 員選挙が行われる。  | | |  |   |



NEHKI TENGLA‐ NO。 1ハ999 AUTUMN

NE乱クレ7地有につに"

シェルバ族の故郷として知られるクンプ (Khumbu)

は、インド・中国という二つの大国に挟まれた小国ネバ

ールの北東部、ヒマラヤ山脈南面の山岳地帯に位置し、

標高2700m前後の出域から、世界最高峰エヴエレス ト

はじめ、ローツエ、チヨー・オユー、アマダブラム等々、

数々の巨峰、名峰群を間近にいただく標高5000m近 い

地域にかけて、いくつかの村落が散在、クムジュン、ナ

ムチ ェ、チャウ リカルカという3つの∨DC(Village

Development Committeei行 政区域)で構成されてい

る。その植生は、幾種ものシャクナゲ (ネパールの国花

アルボレウムはその一種)や松、 トシヨウ (ネズ種の常

緑高木)な ど変化に富み、動物も、ヤクやナク、ジヤコ

ウジカ、雪ヒヨウ、国鳥にもなつているダフエに代表さ

れる野生の鳥類など多種多様なものが生息 している。

クンプの住民、とりわけ、そのほとんどを占めるシエ

ルバ族は、1960年代以降、山岳ガイ ドとして広く世界

に知られ、固有の言語 「シエルバ語」を持つている。ひ

クンブやそれ以外の土地で暮らすシェルバ族は皆仏教

徒 (チ ベット仏教)で あり、いずれの祭礼や儀式もブッ

ダの教えに基づいて執り行われている。これとは別に、

ソル・クンブ、とりわけクンプに住むシエルバは、クー

ンピラ (Khumbu Yula)山 を “聖なる山 "、 「神」とし

て崇めているが、<Khumbu>はソル・クンプ地方の上

方部を意味し、くYula>は村の神を意味している。

→経文がしるされた石

「マニ石」

〒 クンプロシェJレ のゞ宗教 ,P言語と文字

と昔前の彼らは、ネパール・チベッ ト間の塩や肉、毛皮

などの交易に従事 していたが、地域の主要農産物は伝統

的にジャガイモやソバなどであり、一年の半分をそのそ

の栽培作業に費や し、残 りの半年間は、米や日用品の購

入の為に低山域へ下 り、遠 くはイン トとの国境辺りまで

出かけることすらよくあつたといわれている。

冬から春にかけての間は、もちろん雪は降る

ものの、総して、また乾期の内にあり、モンス

ーンの季節も雨がちではあつてもその降雨量自

体は低地域に比べるとさほど多いものではな

い。気温はおおよそ摂氏プラス20度からマイ

ナス20度の範囲にある。また、強い風が吹く

期間は2月 から始まつて4月 の初め頃まで続く

のが通例たが、時にはそれが11月 から1月 に

かけてという年があつたりもする。

シェルバ族には特に固有の「文字」というものはなく、

それが必要な際はチペツ ト文字を使つており、その意味

でいうと、シエルバ語それ自体は<会話言語 >と いえる

が、一般的に古い世代の人たちは日常シエルバ語を話す

ものの、一方で、近代教育を受けた若い世代、現在の子

供たちは、他の地域に住む人たちとのコミュニケーシヨ

ンが容易なこともあつて通常 「ネパール語Jを話すこと

が多い。

NEPAL  i峨 "mvヽ か 乍 婦 だ臥魚N閃●
iHZ´ ‖ゞ1

(ミ ユージアム●骰予定地 )

→ シ ェル バ族 の子 供

ゃヽ
ヽヽ
ヽ
ヽ
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■Dongmu
チベット系のシェルバ族には欠かせぬ飲み物、パター茶の製造器

『Dongrru」 (木製/写真①)。 材質にもよるが、1セ ットは側 ル

ピー前後 (約 1万円)。 ただ、手入れの煩雑さから、最近ではその

使用も控えがち。電力の供給に伴い、電気ミキサーを代用する家

庭が目に付く。価格もDon∝側の約半分と手頃なうえに、手入れ

も容易な点がこうした傾向に拍車をかけているようだ。

■ロキシー(地洒)薔ロセット

製造器 は、くP ungshe〉 〈NangIKim〉 (」arrn〉 (Bata)と い う4つの

パートで構成されている (写真②)。 ロキシーの原料は主にジャ

ガイモを使用し、アルコール度数は高く40～ 50度前後のものが

多い。しかし、日常的には雑穀類から作られる発酵酒の一種であ

る「チャンJ、
「トンバJが多く飲まれている。

Oata(上 )て 下段左から」ama、 Nangttmt

PungShe              l

暉50rtlk“Lapsind ll‐    ||‐ |   ‐| |
皿状のものが「SortOkJ(本 梨/写真③)、 山角の′!)さ めのものが

WIオ1イ暑認:|よ講舞町鳳朧
を作乞際なILi三角ぃる:最近をは:金嵐片に釘などで大を開け、
これを小さな板と組み合わせて作った手製の “おろしがね"も見

られる。           |              ‐

先日、現地の P¨ ang Shcrpaか ら送られてきたフアックスの木りι

に、次の 0,が添えてありました。く・-lo kccp frcsh your hopc and

P●
L●SiOn Wc w‖ 1、end our progrc、 、>

温|ヴ で、常に穏やか笑みを,1かべておられるパサン先41か ら、

PASS10N(情 熱))と いう、力強い響きの::菓 を送られ、′し、から励

まされる思いでした。このll tlを 支えているのが、村の人たちをも

含めた、ひとりひとりの夢にかける強い想いであり、情熱であるこ

とを、改めて、実感させられました。

会報タイトル hlEHKI π NGLA (ネ キ・テンラ)は 、 シェルバ「1

をアルファベット衣記にしたもので、さしずめ “さらなる高みヘ

ーー
¨

といった意味になります。今後、当会報が、HSMtt lbiの 軌跡

を長く記し、多くの方々と、クンプの人たちとの架け橋となってい

ければと願っています。なお、投11、 寄稿は大歓迎ですので、ご意

見、ご感想などありましたら走リトお寄せください。    (玄 Il!)

編集・発行

鸞勲磁
〒920‐0863金沢市玉川町H‐6井ロハイツ501号 (玄 田方 )

TEL&FAX 076-223-4543/E―mailfwga5256mb infowcb nc jp

郵便振替∞780‐ 5‐ 10775「金沢クンブ協会」
▼編集広報部
〒921‐ 8802石 川県石川郡野々市町押野3‐ 157‐ 105(崎川方)

TEL&FAX 076-248‐ 7619

《第 1回公開セ ミナー》

ヒマラヤの人・自然・文1ヒ

10月 23日 (土)pml:30～ 4100
石川県■鷹交流センター(リ フア…レ)/4F大研修室

①記録映画「カンチエンジュンガ縦走」上映 (1/TR版 )

※日本山岳会登山隊の記録1984年 /製作 日本テレビ/40分

②講演 :「 ヒマラヤの民・シエルバ族」(仮題)

講師 :鹿野勝彦氏
※金沢大学文学部教授・文化人類学/日本山岳会登山隊 (1984)隊 長

【入場無料】

主催●金沢クンブ協会

●当日は山岳写真展示、ネパールの手工芸品l10売 等も予定しております。

ulDongmu

プログラム

―-93-―



《 収

0

預

入 の

B会

金

0 会 会 計 報

颯(平 成 11年 7月 1日 ～ 平 成 11

部 》

費 納 入

利  息

生
回

2月 31日 )

764, 360

197

訓
‐ 764, 557

《 支 出 の 部 》

OB会 報 (や まざ と)

″

現役小屋作業補助

秋 の小屋酒場食費

″   資材等

″   写真代

OB・ 現役 3年生懇親会

通   信   費

文 具 費 そ の 他

No.11印 刷 費

郵 送 料

201,
133,

50,
21,

5,

5,

65,
15,

13,

600
920
000
531
334
373
310
510
867

《差 引 剰 余 金 》

前回 (11.6.30現 在 )繰越金

収  入  の  部

支 出 の 部

512, 445

1, 835, 237
764, 557
51_2, 445

討
‐

差   引 合   計

-94-

2, 087, 349



2午

1午

杉村 明慶 (教―人環 98-192)
金沢市三ツロ新町 1-15-5錦 寮
大阪府大阪市都島区都島北道 1-lo―

清水 健作 (理―物 98-45)
金沢市材木町 13-29-202
岐阜県関市明生町 2-2-22

日野 鋼貴 (文 一人間 99-o44)
金沢市宝町 3-3-37
埼玉県本庄市北堀 450-29

角田 幸久 (経  99-o33)
金沢市旭町 1-11-12-1lo
長野県松本市城西 1-6-1

O あり

261-3458

06-921-1165

A あり

262-4263

0575-23‐ 2975

B あり

261-5118

0495-22-1749

B あり

090-4757‐3235

0263-33-0652

0 あ り

090-2830_4082

0766-64‐ 4322

響『県西薦証驚層諮露荒屋敷1::7)
同上

計
i[ 夕を

e計  升危

'99 小屋作業報告

C L42期 石川 真心

本年度の小屋作業は、初期の計画においては高三郎登山道への道標の設置を目的と

していたが、その話がひとまず延期となったことにより登山道及びベルクハイムの草

刈 りを行うこととした。今年は去年のようなひどい雨に降 られると言つたようなこと

はなく、作業自体は比較的スムーズに行うことができた。しかしなが ら、登山道の草

刈りにおいては、私がが入 り回付近か ら草を刈つていくよう指示したため山頂までた

どり着けなかったことがが残念である。近年、高二郎に登る機会が減っていることを

考えるとなおさら悔やまれる。一方、ベルクハイムの方は来たときと比べると見紛う

程綺麗にされてお り、キャンプ場も以前は道を挟んで両面にあったテン ト場が片面に

やた らと広 くなったがテン ト四張 り張 り得るようなっていた。ベルクハイムの方の指

示に当たってくれた越前さんと坂本君に感謝 したい。

本年度、草刈 りのみを行ったことにより今後処理していくべき課題が残ってしまう

こととなった。まず、道標の設置。本年度においては延期となったが、話がまとまり

次第となると来年あた りに行われるのではないかと思われる。しかしながら、本年度

の小屋作業後にベルクハイムを訪れた方、及び現役部員は知っている事と思うが床の

痛み具合がひどく、今回の小屋作業中において何力所か床を抜いてしまい、ほかにも

今にも抜けそうな場所が数力所ある。この床の方は、ベルクハイムを利用するにおい
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て早急に補完しなければなれない。

今後の小屋作業において、小屋の補修を行つていくのと平行 して、今後どのように

現役部員がベルクハイムを利用していくかということが問題となる。以前は春の新 ト

レ、秋の小屋作業と年二回来ていた高三郎も、ダム沿いの登山道の崩壊が進んだこと

により新 トレで一年に荷物を背負わせたまま登るのはいささか厳 しいのではないかと

も思われ、訪れるのは年に一回小屋作業の時のみとなってしまっている。従って、現

役部員に関しては一年に一回しか訪れることのない場所であり、そ こを維持していく

ことに裂ける労力には限界がある。OBの 方々がベルクハイムの維持に尽力されてい

る事を含めても、ベルクハイム及び登山道の崩壊に対 して馳ごつことなってしまって

いるように思われる。

故に、現役部員のベルクハイムの利用の増加、それに伴うベルクハイム維持及び増設

に関する現役部員の労力の増加が望まれ、その過程において現役部員とOBの 親睦を

図ることができればさらに望ましいと思う。今後、前述のようなことを視野に入れた

行事計画について考えていかれることを願 う。

小倉 奥野  角田   日野

加藤 杉村坂本 西 山本  谷村  三浦西脇

角谷   吉森 谷上  越前

清水 久原 志賀     矢内 阿納 河原 福村
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報告用に、作業箇所を

電話で尋ねるも、どう

も話が噛み合わない。

「じゃあ地図に書いて

きて。」書き込みよく

してあって、 うん、ち

ゃんと調べている。が、

やは り、旧道に新道 と

記入 してあつた。そ う

であつて不思議ではな

のが、高二郎 とKUWVの

関係・・・。

Ｎヽ渕

■
Ⅷ

〃

-102-

サｒ
ｗ
潮
Ⅷ
』

′:́:ル

:



冬合宿の計画書が出てきましたので、お送りします。20日 からの寒

波と降雪のおかげ

でしっかりとラッセル (の練習)もできることでしょう。

冬山の基礎技術の訓練 と雪山の厳 しさ、楽 しさを知る こと

[日 程]1999年 12月 26日 (日 )～ 28日 (火)(2泊 3日 予備 1日 非常 1日 )

[メ ンバー]

Aパーティ

L坂 本一樹 (エー土建3)sL(csL)矢 内佑一 (エー物化3)西脇幹雄 (正一機機 2)

谷上 望 (文一人間2) 小倉 亮 (法2)吉森幸世 (文一人間 1)西 大輔 (エー人機 1)

谷村一成 (ェー人機 1)角 田幸久 (経-1)久原宗仁 (文―史 1)

Bパーティ

L 角谷 誠 (エー土建3)sL志賀寛人 (エー土建2)cL笹 田竜之 (文―史3)

阿納真弓 (文一人間2)加 藤菜就 (エー物化2)日 野鋼貴 (文一人間 1)

福村岳代 (教―障害 1)山 本資治 (エー人機 1) 石原 諭 (経 1)河原一美 (教―教養 1)

十 前田達男 (法―顧問)

[連絡員]越前聡子 (文一人間 3)(264-0205)伊藤純司 (エー物化 3)(263-8353)

[目 的]本番で行 くための下見。道の様子や 1日 目のテン ト場として

使用する予定の

小屋の状態、2日 目のテント場の様子などを見る。

[日 程]12月 H日 、 12日 (非常 1日 )

[行程]1日 目 金沢 ==(車)==平泉寺 ―――中ノ平小屋 一― 法恩寺

山 一――伏拝
~――テン ト場①

2日 目 伏拝 ―――経ケ岳 (往復)―― 中ノ平小屋 一――平泉寺

[メ ンバー]

L笹 田竜之 (文―史3)sL矢 内佑― (エー物化3)角 谷 誠 (エー土建3)

坂本一樹 (エー土建3)志賀寛人 (エー土建 3)

[連絡員]河村浩之 (266-1283)佐藤豪一郎 (235-3137)

なお、冬合宿本番は 12月 26～ 28日 です。私も同行する予定です。
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冬合宿'99 前田 達男

冬合宿行つてきました。20日 か らの寒波と降雪の上に新雪が積 もり、三頭山を巻 くあ

たりか ら膝上のラッセルとな りました。 このため雪の初 日のテント場は林道に出て t

視界の広がる予備テント場の 1ビ ッチ手前。翌 日は出発が遅れたこともあり、おまけ

に快適な中ノ平小屋で昼近 くとなり、そのままザックを置 くことにな りました。

昼食後2時間程度雪上訓練。3日 目は雪道に掘つた 「重壕」道をツボ足で一気に下山し

ました。

それにしても大所帯なのにラッセルが進まなかったのは、新雪 (深雪)のせいば

か りではありません。ラッセル慣れしていないため、ビッケル、ス トックなど手に持

つ道具が装備か ら抜けていました。ローテーションを早く回すようになったのも途中

か らでした。経験を伝承 していくことの大切さを痛感 しました。

なお、私 もローテーションに加わ りましたが、荷物が軽かったこととビッケルを

持っていたこと、そして何よりも医王山輪かんのおかげで、時には 2番手 との間に距

離を開けてラッセルを楽しんで来ました。

《当初計画》

[日 程]12月 26日 (日 )～ 28日 (火)(2泊 3日 予備 1日 非常1日 )

[行程]1日 目 金沢 ==(バ ス)==平泉寺 ――― テント場(予①)一― 中

ノ平小屋(テ ント場①)

2日 目 中ノ平小屋 一― 法恩寺山 一―一伏拝 ―――テント場②北岳 ―― 経ケ岳(往復)

2日 ロ テント場② ―一 伏拝 ――――中ノ平小屋 一一―平泉寺 ==勝 山 +++

福井 ++十 金沢

10月 20日

現役 3回生 と

OB役 員の

懇親会

笹田 志賀

角谷 栂

石川 矢内 坂本

鳥越 舟田  奥名
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轟

ヽ

沢城
tむかし・みらい展～

2回 目・PMl:20-3回 目・PM2:30～

2回日・PMl:∞～

2回目 PM3:∞～

2回日・PM2:∞～

(票子付)

Ψ り:

各チェックポイントのキーワードを集めるとひとつの言葉になります。正解者にはすてきな賞品をブレゼント! 浅野太鼓「海燿」 ■時間/AM10:00～
和太鼓で率やかに幕開 け !。受付/本部 (沈床日)

0時間/AM 1 0100～ PM4:00(受付はPM3:30ま で)

Aロングコース
本部～白鳥路～石川県菓子文化会館～尾崎神社～尾山神社～金沢市文化ホール～

三十間幕目～石サ|『]～本部

Bショ‐トコース
本部～石浦神社～金城霊沢～本多の森公園～県立歴史博物館～興立伝続産業工芸館～  日会場/本多の森公園 ■時間/AMl
観光物産館～本部                                来年秋に開催される第13回全国スポーツレクリエーシヨン祭

「スポレク石川21XXIJを ll介 しニュースポーツカ幣験できます。
主催/金沢城フエステイパル実行委員会 (お間合せ/07622,9204).石 川県・金沢市

協力/財団法人 石川県県民ふnあい公社 石川県酒造■l合連合会 石川県経済晨縦協同組合理合会 石川県スキー場協会

螂 で

量 裏 を巣 び

表 1しに釉 れ る

ミニウCか―ジ¬にヽント
●琴「田村加幸」  時間/1回目AMll:00～

0しの 笛「 美 音 」   時間/1回日 AMl1 25～

●民踊「孝藤まりこ社中」時間/1回目AMl1 40～

◆浅野太鼓「海燿」  時間ノ1回目PM12 16～

…

蕉 会 (裏千莉

。時間/AM10:00～ PM3:00 0-席 300円
本部テントでお茶席券を販売しております。

百万石ふるさと物産市    |
。時間/AM10:00～ PM4:00

期間/平成11年 11月 3日 (祝 )～ 11月 9日 (火 )

場所/金沢市文化ホール 時間/AM9:00～PM5:00

◆全国都市緑化いしかわフェアPR
◆城址整備により発掘された埋蔵文化財あれこれ

◆金沢城城郭模型
◆金沢城絵図  他

お国 自慢真べ歩 きコーナー

●時間/AM10:00～ PM4:00

ふるまい酒 o時間/正午より

驚 ルま脚 否第談票麟露よ志憲輩[£F枷 "・ :当全響 柵 営合隻だ器‰ .

AM10:30～ ●集合/石111襦           ・

石り|1橋～三十間長屋～①菱櫓 ②橋爪門続40

PM2:30だ  。集合/石川橋   ぃもりさか
石川橋～石川門～三十間長屋～宮守坂～尾山神社

あなたの作品を沈床国内の掲示板に公開。粋な作品をどんどんこ応募

下さい。作品はラジオかなざわ「金沢もしもし探険隊」でつ受付け、

作品を番組内でも紹介いたします。
●応募方法/沈床国内本部の応募用紙でこ応募 卜さい。

ラジオ応募の場合は「金沢もしもし探険隊」に電嬌又|よ FAXで こ応募下さい。

TEL(0フ 6)257‐ 7825 FAX(076)21フ ‐7フ 56
0応募受付時間/沈床国会場 PM3:00まで ラジオ受付・PM4 00まで

0審査発表/PM4:30よ リラジオかなざわ (FM78 0)特 別番組で審査発表

いたします。優秀作品にはすてきな買品をブレゼント!

●審査
―

り1県俳文学協会 常任理事 (北國新聞文化センター サト旬目師)小 竹由岐子

現在公開中 11月 7日まで ■時間/AM10:00～PM4:00

ポランティアガイド[ま いとさん」がご案内いたします。

楽平成13年 ,全 国都市銀化いしかわフエアが金沢城址公田などで開催されます。

現在石川県ではこのイベントに合わせて公口内を■■中です。________
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各期代表連絡員の皆様には、以下の区分で、同期の状況をお報せしています。

A・ ・・イエローカー ド同封。次号より発送ス トップ。

B・ ・ 。今回から発送ス トップ。

C・ ・・ もう発送ス トップになっている

D。 ・・発送復活者。

E・ ・・納入済につき発送。 人数表不。

1-37期 までの集計は、A144B26C64 Dl E 226
38期からは、順にA対象に繰りあがっての督促となり

A tt D tt E(370)+38-40期 (31)+現役 (43)十 &=460部・ 。発注数

事務軽減の為に一括納入をお願いしている訳ですが、 5年の間にばらつく為に、督促を

兼ねて上記のような区分のチェックを必要としてしまいます。この区分に、振込票を同封

するしないのチェックも混じり、あまりのややこしさの為に、封入作業を人にも頼めない

有様です。

これら諸々の トラブルは、つきつめれば、「人会意志の確認Jでスター トしていないに

行き着いてしまいます。そして 「入会意志」とは、「これまで」ではなく、 「これから」

についての意志表明であるべきと思います。

また も長 くなって しまいました。次期総会 までに、皆様の ご意見を伺えれば幸いです。
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